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 要 旨 
目的： 
飲酒は食道がんの重要なリスクファクターと考えられているが、相関の強さは地域によ

りばらつきがある。そこで、日本人集団における飲酒と食道がんの関係に関する疫学研究

を概観した。 
 
方法： 

PubMedの検索を利用したMEDLINEと医中誌の検索結果を研究者が手作業で補完しな

がらオリジナルデータを得た。共に国際がん研究機関（IARC）が先に検証した生物学的妥

当性である、根拠の強さを“Convincing”（説得力のある、確実）、“Probable”（可能性の高

い、おそらく）、“Possible”（そうかもしれない）、“insufficient”（証拠不十分）と分類し、

関係の強さを“strong”（強い）、“moderate”（中程度）、“weak”（弱い）、“no association”
（関係ない）と分類する評価法によった。そして、4つのコホート研究と9つの症例対照研

究を選んだ。 
 
結果： 
すべての研究が飲酒と食道がんの強い正の相関を示した。すべてのコホート研究と6つの

症例対照研究が飲酒と食道がんの間に量（頻度）反応関係を示した。さらに、4つの症例対

照研究が、アセトアルデヒド脱水素酵素Glu504Lys多型が飲酒に関する強い修飾因子であ

ることを示した。 
 
結論： 
日本人集団では、飲酒は食道がんのリスクを増加させる要因であることはほぼ確実であ

ろう。 

 




